
　
４．２輪のくちなし(Dos Gardenias)
　英語のfeelingは、キューバではfilinと訛って発音され、音楽の
ジャンルとなりました。
　そのジャンルの代表的なひとりでもあるキューバの女性作曲家
イソリーナ・カリージョの作ったボレロ。独特の美しい旋律は、
彼女の東洋趣味を物語るものなのだそうで。
　ギターは、フィーリン・ギターの文句なしの第一人者フェリー
ペ・バルデスです。
５．後ろにあるもの(Que Hay de Detras)
　港町ベラクルスにはカリブ音楽の影響がつよく、ダンソンやチ
ャチャチャなどのキューバ音楽やサルサを演奏するバンドも、古
くからたくさんあります。ただ、交流が時代を経ているためが、
キューバのソンと似ていながら、ノリがどことなく違う、そうい
うソン・コステーニャ（ベラクルス化したキューバ音楽）という
ものも。
　この曲は、まさにそのベラクルス風のカリブ音楽の味わいで演
奏してもらいました。フルートは、本場キューバのエンリケ・ホ
リン楽団出身のフルート奏者レイナルド・ペレス。トレスとベー
ス、パーカションは、イタリアで人気サルサバンドをやっていて、
ちょうどメキシコ帰省中のモンティエル兄弟が加わってくれまし
た。
　
６．涙を流すひとに(Vencida Lagrima)
　メキシコはベラクルス出身の作曲家ダヴィッド・アロの作品か
ら。本当はダヴィッド自身がギターを弾くはずだったが、どうし
てもうまくスケジュールが合わない。どうしたものかとディレク
ターのラファエル・メンドーサが困っていたら、別の曲の伴奏の
ために来ていたフェリペ・バルデスが、話を横で聞いて、自分が
是非弾きたいと申し出てくれた。キューバの曲ではないけれど、
あまりにも美しい曲なので、とは彼の弁。ほんとに美しい曲です。
７．わたしのすべて(Todo y Nada)
　グアダラハラの作曲家ビセンテ・ガリードが報われない愛をテ
ーマに作った世にも美しい曲。数多くの歌手に歌われている、メ
キシコのスタンダードですが、最近、人気アイドル歌手のルイス・
ミゲルが再録して、またリバイバル・ヒットしていました。
　いまでは上品なおじいさまといった風貌のビセンテは、外交官
の息子として生まれ、父の赴任地のキューバで育ちました。音楽
好きの彼の父のところには、いつでもキューバ人の音楽家達が集
まり、ビセンテ少年は彼らのセッションを、グランドピアノの下
に潜り込んで聴くのが大好きだったといいます。そんなわけで、
この曲も、メキシコの曲でありながら、キューバ的なサウンドを
持っています。
８．心について話そう(Hablo de Un Corazon)
　オアハカ出身のシンガーソングライター、グスタボ・ロペスの
言葉遊びに満ちた明るい作品。レモンに塩、というのは、メキシ
コ人の好きな組み合わせ。北部～中部の人なら、これにテキーラ
があると完璧というところですが、南東部の人はやっぱり、ラム
がお好みのようです。
９．眠るあなた(Duermes)
　ラファエル・メンドーサが、この録音のために持ってきてくれ
た曲です。よく詩を読んでみると、けっこうエロティックですね。
まあ、わたしもこういう世界が表現できるようになったというこ
とで。（笑）
10．こんな女(Esta Mujer)
　ほんとは、人気歌手エウヘニア・レオンの依頼で書いたのだそ
うですが、書いてから、いやこの曲はやっぱり八木に歌わせたい
なと、わたしのところに持ってきたのだとか。ばかだなあ。エウ
ヘニアに持っていく方が、ぜったい、印税はがっぽり入るのに。
　でもたしかに、これはわたしのために書かれるべき曲でした。
　だって、この曲がなかったら、あなたはこのアルバムを聴くこ
とはなかったからです。

ＣＤ 「"ESTA MUJER" ～この女」ライナーノーツ
八木　啓代　

　日本での拠点だった渋谷ジァンジァン、メキシコでの拠点だっ
たジャズクラブ・アルカーノがなくなってしまったということを
口実に、1990年代の終わりの数年間、わたしはすっかり作家兼ラ
テンジャズ歌手（HAVATAMPA専属）になってしまっていた。
　そんなある日、21世紀を迎えたばかりのころに、すばらしい作
曲家であり、長い付き合いの友人でもあるマルシアル・アレハン
ドロが、私のもとを訪ねてきた。
「もういっかい、トローバ（吟遊詩人）の世界に戻ってこいよ。
ＣＤを作ろう。俺がプロデュースするよ」
と言ってくれた。
　といっても、ラテン男の言うことだ。そのまま放りっぱなしに
しておくと、そのあと、ほんとにマルシアルや、やはり旧知のラ
ファエル・メンドーサたちが、新曲を書き下ろして持ってきてく
れたではないか。
　なかでも、言い出しっぺだけあって、マルシアルの曲は、すば
らしいものだった。
　　歌うことは私の喜び、私の命、私の仕事
　　歌っているうちにできたのが、この女
　　歌っているときの私がいちばん
　　ほかに何を言うことがあるかしら
　　歌っていれば、私の唇は愛で満たされる......
　こんな歌を捧げられて、もういちど歌わない女性歌手などいて
たまるものか。
　そう言ったのは、ラファエル・メンドーサだったが、まさにそ
のとおり。俄然、わたしに火がついた。
　レコーディングが決まると、今度は、メキシコとキューバの腕
に覚えのあるミュージシャンたちが、次々に手を挙げて参加して
くれた。
　キューバの大歌手エレーナ・ブルケのギタリストとして知られ
るフェリペ・バルデス、アルマンド・マンサネーロのピアニスト、
レオナルド・サンドバル。エンリケ・ホリン楽団のフルート奏者。
　というわけで、低予算の製作にも関わらず、なんともゴージャ
スなアルバムができてしまったわけだ。
　ということで、ここに解説を記そうと思う。
　
１．天使のための歌(Para Un Angel)
　メキシコのまだとても若い作曲家マウリシオ・ディアスの作品。
　マウリシオは、女の子と見まごうばかりのほっそりした青年で
すが、早口のコミカルなスタイルの曲と、一転して、美しいメロ
ディの詩的な曲を書きます。どちらも彼のふたつの顔なのですが、
わたしは個人的には、こういう曲のほうが大好き。今度はどんな
曲を書いてくれるかな。
　ピアノは、メキシコ・ジャズ界の素晴らしいピアニストの一人、
ペペ・モランです。
２．たしかに私たちは(Lo Cierto Somos Nosotros)
　マルシアル・アレハンドロは、見た目は無骨なおっさん（失礼
！）だけれど、本当に美しい詩を書きます。それをチャチャチャ
のリズムにしてしまったのは、ラファエル・メンドーサですが、
不思議によく似合っています。
３．あふれる愛(Tanto Amor)
　マルシアル・アレハンドロがプロデュースをする......はずだっ
たのですが、蓋を開けてみると、なにかと丼勘定でルーズな彼に
代わり、同じく作曲家で友人の（そして几帳面な）ラファエル・
メンドーサが采配を振るってくれていました。（笑）
　几帳面といっても、彼の作曲家としての才能もすばらしいもの
です。これは、彼のライブで聴いて、あまりにいい曲だったので、
今回、是非、歌わせてほしいと頼みました。
　録音直後、ラジオの公共放送のＣＭのＢＧＭにも使われました。


